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戦前の渋沢水産史研究室の活動に関する調査研究












　2018年 7月 7日（土）、共同研究の 3年間の成果報告会として第 4回共同研究フォーラム「再考 
アチック・ミューゼアムの水産史研究―＂ハーモニアス・デヴェロップメント＂の実像―」を














○第 4回共同研究フォーラム「再考 アチック・ミューゼアムの水産史研究 ―＂ハーモニアス・デヴェロップメ
ント＂の実像―」2018年 7月 7日　加藤幸治・磯本宏紀・今井雅之・揖善継・佐藤智敬・葉山茂・日髙真
吾・星洋和・増﨑勝敏・宮瀧交二・安室知、佐藤麻南（東北学院大学大学院／院生）
○成果報告書『戦前の渋沢水産史研究室の活動に関する調査研究』国際常民文化研究叢書 13　2019年 2月 25日
アチック・ミューゼアムの「同時代
的な布置」と、第 III章　水産史研
究室同人の「問題意識の多様性」に
各メンバーの研究成果を掲載し、目
次は共同研究フォーラムをふまえた
構成とした。第 II章には、「渋沢敬
三による水産史研究の時代背景につ
いて」（宮瀧交二）、「戦前の地方農
村青年をとりまく思想的・社会的状
況について」（今井雅之）、「未完の
筌研究にみるアチック・ミューゼア
ムの調査法」（加藤幸治）、「アチッ
ク・ミューゼアム・コレクションと
水産史研究」（日髙真吾・加藤幸治）
を収録した。第 III章　水産史研究
室同人の「問題意識の多様性」には、
「渋沢敬三と魚名研究―その特徴
と学史的意義―」（安室知）、「【資
料紹介】魚名整理票」（安室知）、
「山口和雄の網漁業研究にみる ア
チック・ミューゼアム時代の水産史
研究の位置づけ」（磯本宏紀）、「桜
田勝徳採集のハコフグの剝製につい
て」（増﨑勝敏）、「祝宮静の豆州内
浦漁民史料調査にみる水産史研究の
展開」（葉山茂）、「宮本常一による
昭和 10年代民俗調査の足跡」（佐藤
智敬）、「戸谷敏之の問題関心にみる
魚肥研究の位置づけ」（今井雅之）、
「楫西光速の塩業研究に見る渋沢水
産史研究室の経済史学的一面」（星
洋和）、「伊豆川浅吉の捕鯨研究と鯨
肉食通信調査」（佐藤麻南）を収録
した。
